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第42回館林まつりが７月13日・14日に開催され、本町通りはたくさんの人の熱気で包まれました
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巨大災害時には「特別警報」を発令
来たれ新成人　成人式を盛り上げよう！



祭りの成功を支えるスタッフの力～ Special  Thanks ～

①②③④

①②各所に設営され
たテント村。冷たい
飲み物の支給で熱中
症予防に貢献③混雑
する会場で、来場者
の交通事故防止のた
めに活躍④ごみをボ
ランティア清掃する、
参加者や地域のかた
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TATEBAYASHI  SUMMER  FESTIVAL  
COLLECTION    2013

館林まつり
第42回館林まつりが、７月13・14日の両日、本町通りを主会場
に盛大に開催。前夜祭では民踊流しやパレードが、本祭りでは
みこし、山

だ

車
し

が次々と繰り出し、会場は熱気と興奮に包まれま
した。両日合せて16万５千人のかたが、館林の熱いお祭りを楽
しみました。

42 回第
７／14（日）

７／13（土）



館林市役所　℡72 - 4111（代表）

City Information 市政情報
市から市民の皆さんへ、たいせつなお知らせです
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採　用

平
成
26
年
度
採
用
の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
枠
・
人
員

■

事
務
員　

25
人
程
度

■

保
育
士　

２
人

■

幼
稚
園
教
諭　

２
人

■

社
会
人
経
験
者
（
土
木
・
電
気
技
術

　

員
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
）　

若

　

干
人

■

身
体
障
が
い
者　

若
干
人 

※
採
用
予
定
人
員
は
、
先
に
募
集
し
た

　

大
学
卒
な
ど
と
併
せ
た
人
数

受
験
資
格

事
務
員

■

短
大
卒
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
。
大

　

学
卒
は
除
く
）　

昭
和
61
年
４
月
２

　

日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た

■

高
校
卒
程
度
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
。

　

大
学
卒
・
短
大
卒
は
除
く
）　

昭
和

　

63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た

保
育
士

　

保
育
士
資
格
を
持
つ
、
又
は
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得
見
込

み
で
、
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
か
た

幼
稚
園
教
諭

　

幼
稚
園
教
諭
資
格
を
持
つ
、
又
は
平

成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
同
資
格
取
得

見
込
み
で
、
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
か
た

社
会
人
経
験
者

■

土
木
技
術
員
（
昭
和
48
年
４
月
２
日

　

～
同
59
年
４
月
１
日
生
ま
れ
） 　

高

　

等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
が
あ
り
、

　

平
成
25
年
８
月
１
日
現
在
で
民
間
企

　

業
な
ど
で
の
職
務
経
験
が
５
年
以
上

　

あ
る
、
測
量
士
、
又
は
土
木
施
工
管

　

理
技
士
の
資
格
を
持
つ
か
た

■

電
気
技
術
員
（
昭
和
48
年
４
月
２
日

　

～
同
59
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）　

高

　

等
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
が
あ
り
、

　

平
成
25
年
８
月
１
日
現
在
で
民
間
企

　

業
な
ど
で
の
職
務
経
験
が
５
年
以
上

　

あ
る
、
電
気
主
任
技
術
者
な
ど
の
資

　

格
を
持
つ
か
た

■

保
育
士
（
昭
和
48
年
４
月
２
日
～
同

　

61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）　

保
育
士

　

資
格
を
持
ち
、
平
成
25
年
８
月
１
日

　

現
在
で
保
育
園
な
ど
で
の
実
務
経
験

　

が
５
年
以
上
あ
る
か
た

■

幼
稚
園
教
諭
（
昭
和
48
年
４
月
２
日

　

～
同
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）　

幼

　

稚
園
教
諭
資
格
を
持
ち
、
平
成
25
年

　

８
月
１
日
現
在
で
幼
稚
園
な
ど
で
の

　

実
務
経
験
が
５
年
以
上
あ
る
か
た

身
体
障
が
い
者

　

高
等
学
校
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）

以
上
の
学
歴
が
あ
り
、
昭
和
48
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
次
の
全
て
に
該

当
す
る
か
た

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ

②
自
力
で
通
勤
で
き
、
介
助
者
が
い
な

　

く
て
も
仕
事
が
で
き
る

③
活
字
印
刷
文
の
筆
記
試
験
に
対
応
可
能

※
右
記
に
該
当
し
な
い
障
が
い
者
で
、

　

就
業
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
お
問

職
種　

事
務
員

人
員　

若
干
人

応
募
資
格　

日
本
国
籍
が
あ
り
、
昭
和

58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
４
年

制
大
学（
大
学
院
を
含
む
）を
卒
業（
見

込
み
を
含
む
）
の
か
た

提
出
書
類　

履
歴
書
（
館
林
厚
生
病
院

及
び
同
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
）、卒
業
（
見
込
み
）
証
明
書
、
成
績

証
明
書
、
返
信
用
定
形
封
筒
（
宛
名
を

明
記
し
、80
円
切
手
を
貼
付
し
た
も
の
）、

有
資
格
者
は
そ
の
写
し

試
験
日
・
内
容
（
１
次
） 　

９
月
22
日

㈰　

教
養
試
験
、
職
場
適
応
性
検
査

給
料　

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
初
任

給
基
準
に
よ
り
決
定
。
そ
の
他
、
国
家

公
務
員
に
準
じ
た
各
種
手
当
を
支
給
し

ま
す

申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
23
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
、
提
出
書
類
を
同
病
院
総

務
課
人
事
係
（
℡
72-

３
１
４
０　

ht
tp://w

w
w

.tatebayashikoseibyoin.
jp/

）
へ

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　

募
集
期
間　

８
月
28
日
㈬
（
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
）
ま
で

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

※
郵
送
の
場
合
は
郵
便
書
留
で
８
月
26

　

日
㈪
の
消
印
有
効

提
出
書
類　

申
込
書
（
人
事
課
人
事
係

に
あ
り
ま
す
）、返
信
用
定
形
封
筒
（
80

円
切
手
を
貼
付
し
た
も
の
）

提
出
先　

同
人
事
係
（
〒
３
７
４ -

８

５
０
１　

市
役
所
内
）
へ

第
一
次
試
験

■

筆
記
試
験　

９
月
22
日
㈰　

教
養
・

　

専
門
・
作
文
試
験 

（
募
集
職
種
で
試

　

験
科
目
は
異
な
り
ま
す
）、職
場
適
応

　

性
検
査

■

面
接（
集
団
）試
験　

10
月
上
旬（
予

　

定
）

※
第
二
次
試
験
の
日
程
は
、
第
一
次
試

　

験
合
格
者
に
後
日
通
知
し
ま
す

試
験
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
及
び

市
役
所

給
与　

短
大
卒
・
高
校
卒
程
度
の
事
務

員
・
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
初
任
給

は
市
職
員
初
任
給
基
準
に
よ
り
、
社
会

人
経
験
者
・
身
体
障
が
い
者
の
初
任
給

は
経
歴
な
ど
に
応
じ
て
一
定
の
基
準
に

よ
り
決
定
。
そ
の
他
、
国
家
公
務
員
に

準
じ
た
各
種
手
当
を
支
給
し
ま
す

問
合
せ　

同
人
事
係
（
内
線
３
２
１
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

　

ま
す

　

「
特
別
警
報
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か
に
超
え
る

記
録
的
な
豪
雨
や
巨
大
津
波
な
ど
、
重

大
な
災
害
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
場
合

に
、
気
象
庁
か
ら
発
令
さ
れ
る
気
象
情

報
で
す
。

　

対
象
と
な
る
災
害
の
規
模
は
、
１
万

８
千
人
以
上
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を

出
し
た
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
や
、

１
０
０
人
近
い
死
者
・
行
方
不
明
者
を

出
し
た
平
成
23
年
台
風
第
12
号
の
豪
雨

な
ど
で
す
。

　

特
別
警
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
伝
え
ら
れ
ま

防　災

巨
大
災
害
時
に
は
「
特
別
警
報
」
を
発
令

す
。
こ
の
警
報
が
発
令
さ
れ
た
地
域
は
、

非
常
に
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、

屋
外
の
状
況
や
避
難
指
示
・
勧
告
な
ど

に
注
意
し
な
が
ら
、
す
ぐ
に
命
を
守
る

た
め
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp://w
w

w
.jm

a.go.jp/jm
a/kishou/

know
/tokubetsu-keiho/index.htm

l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

運
用
開
始
日　

８
月
30
日
㈮

問
合
せ　

気
象
庁
前
橋
地
方
気
象
台
防

災
業
務
課
（
℡
０
２
７ -

２
３
１ -

１

４
０
４
）、又
は
市
安
全
安
心
課
危
機
管

理
係
（
内
線
３
２
８
）

採　用

館
林
厚
生
病
院
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

募　集

涼
し
い
場
所
を
見
つ
け
て
涼
し
さ
マ
ッ
プ
を
作
ろ
う

　

涼
し
い
場
所
を
発
見
し
て
、
暑
い
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

と
き　

８
月
25
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
・

館
林
駅
前
集
合　

午
後
３
時
解
散（
予
定
） 

と
こ
ろ　

多
々
良
沼
保
安
林
、
つ
つ
じ

が
岡
公
園
な
ど 

定
員　

15
人 

内
容　

市
内
を
バ
ス
で
巡
り
、
涼
し
い

場
所
を
調
査
し
な
が
ら
「
涼
し
さ
マ
ッ

プ
」
を
作
り
ま
す 

講
師　

小こ

せ瀬
博ひ

ろ
ゆ
き之

さ
ん
・
齋さ

い
と
う藤

伊い

く

た

久
太

郎ろ
う

さ
ん（
東
洋
大
学
地
域
活
性
化
研
究
所
） 

参
加
費　

６
０
０
円
（
バ
ス
代
）

※
昼
食
代
は
含
み
ま
せ
ん 

持
参
す
る
物　

帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
筆
記
用
具 

申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
21
日
㈬
ま
で

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
又
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
地
球
環
境
課
環
境
放
射
線
係
（
内

線
４
５
２　
　

72-

３
２
９
７　

ka
nkyo@

city.tatebayashi.gunm
a.jp

）へ

障
が
い
者
支
援
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集

福　祉

　

障
が
い
の
あ
る
か
た
が
、
地
域
で
安

心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

相
談
や
生
活
に
関
す
る
各
種
支
援
を
総

合
的
に
行
う
、
障
が
い
者
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
募
集
に
伴
う
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

応
募
資
格　

募
集
要
項
（
社
会
福
祉
課
、

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

に
記
載
し
た
実
績
を
持
つ
社
会
福
祉
法

人
な
ど

指
定
期
間　

平
成
26
年
４
月
１
日
㈫
～

同
31
年
３
月
31
日
㈰
（
予
定
）

申
込
み　

９
月
30
日
㈪
ま
で
に
、
提
出

書
類
を
持
参
、
又
は
郵
送
で
同
障
が
い

福
祉
係
（
〒
３
７
４-

８
５
０
１　

市

役
所
内
）
へ

応
募
説
明
会　

と
き　

８
月
９
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

市
役
所
５
階
研
修
室

申
込
み　

８
月
７
日
㈬
ま
で
に
、
同
障

が
い
福
祉
係
（
内
線
６
４
５
）
へ

共
通
事
項　

問
合
せ　

同
障
が
い
福
祉
係

重大な災害が発生する
おそれが著しく高いとき特別警報
重大な災害が発生する
おそれがあるとき警報
災害が発生するおそれ
があるとき注意報

大

小

災
害
の
危
険
性

警報の発表基準をはるかに
超える現象に対し、甚大な
災害が発生する危険性をじ
ゅうぶんに伝えられない

特別警報を新設
し、災害発生の
危険性を分かり
やすく伝える

特別警報は、行政機関やメディ
アを通じて伝えられます。情報
収集に努めてください。
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水　道

群
馬
東
部
水
道
広
域
化
基
本
構
想
を
策
定

　

人
口
の
減
少
、
料
金
収
入
の
減
少
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
な
ど
、
水
道

事
業
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

国　保

医
療
費
が
高
額
に
な
る
人
は
認
定
証
の
申
請
を

　　

医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
限
度
額
ま

で
に
と
ど
め
た
り
、
入
院
時
の
食
事
代

を
減
額
し
た
り
す
る
認
定
証
を
国
民
健

康
保
険
の
加
入
者
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

現
在
交
付
し
て
い
る
認
定
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
㈬
で
終
了
し
て
い
ま
す

の
で
、
入
院
や
外
来
で
高
額
な
医
療
費

が
か
か
る
予
定
の
か
た
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
・
内
容

①
今
年
度
の
市
民
税
課
税
世
帯
で
70
歳

　

未
満
の
か
た　

医
療
費
の
自
己
負
担

　

額
が
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す

②
今
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
か

　

た　

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
限
度

　

額
ま
で
に
な
る
他
、
食
事
療
養
費
な

　

ど
の
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

※
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
認

　

定
証
を
交
付
で
き
ま
せ
ん

持
参
す
る
物　

国
民
健
康
保
険
証
、
印

鑑
、
申
請
者
の
身
分
証
明
書

※
②
に
該
当
し
、
過
去
１
年
以
内
の
入

　

院
日
数
が
91
日
以
上
の
か
た
は
入
院

　

期
間
が
分
か
る
領
収
書

※
本
人
以
外
が
申
請
す
る
場
合
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
請
先
・
問
合
せ　

保
険
年
金
課
国
保

係
（
内
線
６
２
５
）
へ

解
決
す
る
た
め
、
国
で
は
水
資
源
を
有

効
に
活
用
し
、
施
設
を
合
理
的
に
活
用

す
る
水
道
事
業
の
広
域
化
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
県
東
部
の
３
市
５
町

（
館
林
・
太
田
・
み
ど
り
市
、
板
倉
・

明
和
・
千
代
田
・
大
泉
・
邑
楽
町
）
は
、

昨
年
７
月
、
群
馬
東
部
水
道
広
域
研
究

会
を
立
ち
上
げ
、
今
年
７
月
に
「
群
馬

東
部
水
道
広
域
化
基
本
構
想
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

※
基
本
構
想
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ　

水
道
課
営
業
係
（
水
道
セ
ン

タ
ー
内　

℡
80-

３
２
０
１
）

お知らせ

浄
化
槽
の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
か
た
、
又

は
設
置
し
た
か
た
に
は
、「
保
守
点
検
」

「
清
掃
」「
法
定
検
査
」
の
定
期
的
な
維

持
管
理
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
宅
な
ど
に
あ
る
浄
化
槽
の
維

持
管
理
の
状
況
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

管
理
が
ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
と
き
は
、

適
正
な
維
持
管
理
な
ど
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
環
境

上
、
問
題
が
発
生
し
た
場
合
は
管
理
者

に
法
令
上
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

き
れ
い
な
水
環
境
を
守
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

維
持
管
理

①
保
守
点
検　

運
転
状
況
の
点
検
や
装

　

置
の
調
整
な
ど
（
県
に
登
録
さ
れ
た

　

保
守
点
検
業
者
と
契
約
し
て
実
施
）

②
清
掃　

汚
泥
の
引
き
抜
き
や
装
置
の

　

洗
浄
な
ど
（
市
町
村
の
許
可
を
受
け

　

た
清
掃
業
者
に
依
頼
し
て
実
施
）

③
法
定
検
査　

年
１
回
の
処
理
水
の
水

　

質
検
査
の
実
施
な
ど
（
保
守
点
検
業

　

者
、
又
は
公
益
財
団
法
人
群
馬
県
環

　

境
検
査
事
業
団
に
依
頼
し
て
実
施
）

問
合
せ

■

浄
化
槽
管
理
の
全
般
に
関
す
る
こ
と

　

群
馬
県
東
部
環
境
事
務
所
廃
棄
物
係

　

（
℡
31-

２
５
１
７
）

■

浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
関
す
る
こ
と

　

公
益
財
団
法
人
群
馬
県
環
境
検
査
事

　

業
団
（
℡
０
２
７ -

２
３
７ -

５
１

　

１
１
）

水
道
メ
ー
タ
ー
の
定
期
交
換
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

お知らせ

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
８
年
で
交
換
す

る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
事
前
に
は
が
き
で
通
知
し
、

市
で
委
託
し
た
業
者
が
無
料
で
交
換
に

伺
い
ま
す
。
作
業
は
短
時
間
で
終
わ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
定
期
交
換
期
間
は
、
直
前
の
水
道
使

　

用
量
検
針
時
の
「
水
道
使
用
量
等
の

　

お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ　

水
道
課
給
水
係
（
水
道
セ
ン

タ
ー
内　

℡
80-

３
２
０
１
）

講　座

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座
で
子
ど
も
の
相
談
者
に

と
き　

９
月
10
日
㈫
・
17
日
㈫
・
24
日

㈫
、
10
月
１
日
㈫
・
８
日
㈫
・
15
日
㈫
・

22
日
㈫
・
24
日
㈭
・
30
日
㈬　

午
後
７

時
20
分
～
８
時
40
分
（
全
９
回
）

と
こ
ろ　

市
役
所
５
０
１
Ａ
Ｂ
会
議
室

定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
本
的
な

理
論
と
技
法
を
習
得
し
、
家
庭
や
地
域

で
子
ど
も
た
ち
の
よ
き
相
談
相
手
に
な

れ
る
よ
う
、
初
歩
か
ら
学
び
ま
す

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
８
日
㈭
の
午

前
９
時
か
ら
、
生
涯
学
習
課
青
少
年
係

（
内
線
２
２
９
）
へ

寄　附
世
界
一
を
誇
る
つ
つ
じ
と
花
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
業
へ

　

■

50
万
円　

中な
か
に
し西
美み

ち

こ

智
子

教
育
・
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

関
す
る
事
業
へ

　

■

20
万
円　

館
林
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

環
境
の
保
全
に
関
す
る
事
業
へ

　

■

20
万
円　

館
林
市
一
般
廃
棄
物
処
理

　

事
業
協
同
組
合

■

４
万
２
千
円　

第
22
回
ふ
る
さ
と
づ

　

く
り
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
フ
リ

　

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
出
店
者
一
同

■

１
万
２
９
８
５
円　

館
林
広
域
再
生

　

資
源
事
業
協
同
組
合

■

５
万
６
５
８
８
円　

リ
サ
イ
ク
ル
品

　

抽
選
会
当
選
者
一
同

高
齢
者
等
の
保
健
福
祉
の
向
上
に
関
す

る
事
業
へ

　

■

11
万
円　

江え

森も
り

光こ
う
り
ゅ
う龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

市
へ
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

犯
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
や
地
域
社

会
で
の
犯
罪
予
防
な
ど
の
更
生
保
護
活

動
の
功
績
に
よ
り
、
次
の
か
た
が
受
章

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

若わ
か

江え

久ひ
さ

子こ

（
近
藤
町
）

　

長
年
に
わ
た
り
、
市
の
委
員
と
し
て

そ
の
職
務
を
全
う
し
、
市
民
の
模
範
と

な
る
よ
う
な
業
績
の
あ
っ
た
か
た
に
対

し
、
こ
の
ほ
ど
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

保
護
司

家い
え
と
み冨
進す

す
む

（
富
士
見
町
）

学
校
内
科
医

横よ
こ

田た

勉つ
と
む

（
大
手
町
）

市
母
子
保
健
推
進
員

栗く
り
は
ら原

菜な

ほ

こ

保
子
（
栄
町
）

水資源の有効利用
非核平和

　

昭
和
20
年
に
広
島
と
長
崎
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
68
年
目
を

迎
え
ま
す
。
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
８
月

６
日
の
午
前
８
時
15
分
と
、
８
月
９
日

の
午
前
11
時
２
分
に
、
原
爆
死
没
者
の

冥
福
と
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈

念
し
て
、
１
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
８
月
15
日
は
「
戦
没

者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で

す
。
正
午
に
１
分
間
の
黙
と
う
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
社
会
係 

（
内
線

６
３
０
） 

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
と
平
和
祈
念
に
黙
と
う
を

みどり市

太田市 邑楽町

大泉町 千代田町

館林市
板倉町

明和町

⇨
⇨

⇨

⇨

⇨

⇨

感謝状

業
績
が
あ
っ
た
か
た
へ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

表　彰

地
域
の
福
祉
に
尽
力

し
た
か
た
へ
の
表
彰
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広
告

　

保
守
点
検
の
た
め
、
８
月
26
日

㈪
は
休
館
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理

係
（
城
沼
総
合
体
育
館
内　

℡
74

─

２
６
１
１
）

と
き　

８
月
20
日
㈫　

午
後
１
時

～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

郷
谷
公
民
館

対
象　

邑
楽
館
林
地
域
の
特
別
支

援
学
校
な
ど
の
在
校
生
、
卒
業
生
、

保
護
者

内
容　

専
門
の
相
談
員
や
市
町
担

当
職
員
が
、
生
徒
の
卒
業
後
の
生

活
・
就
労
支
援
に
つ
い
て
情
報
交

換
や
相
談
を
行
い
ま
す

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
（
内
線
６
７
３
）

　

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
指
定
道

路
調
書
作
成
の
た
め
、
調
査
を
行

い
ま
す
。

期
間　

８
月
中
旬
～
平
成
26
年
２

月
中
旬

調
査
内
容　

市
の
委
託
を
受
け
た

調
査
・
測
量
会
社
の
調
査
員
が
、

道
路
の
幅
員
や
延
長
、
沿
道
の
状

況
な
ど
を
調
査
し
ま
す

※
調
査
員
は
市
が
発
行
し
た
身
分

　

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す

※
境
界
の
確
定
や
権
利
関
係
の
調

　

査
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
住
宅
の
敷
地
内
に
は
立
ち
入
り

　

ま
せ
ん

問
合
せ　

建
築
課
建
築
指
導
係（
内

線
４
０
６
）

　

６
月
上
旬
に
郵
送
し
た
現
況
届

を
提
出
し
て
い
な
い
か
た
は
、
平

成
25
年
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
至
急

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先
・
問
合
せ
　

こ
ど
も
福
祉
課
子

育
て
支
援
係
（
内

線
６
３
１
）
へ

と
き　

８
月
29
日
㈭　

午
後
１
時

30
分

と
こ
ろ　

向
井
千
秋
記
念
子
ど
も

科
学
館

定
員　

15
人
（
先
着
順
） 

申
込
み　

当
日
会
場
へ

※
団
体
で
傍
聴
す
る
場
合
は
、
事

　

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ　

教
育
総
務
課
総
括
係（
内

線
２
１
８
）　

　

成
人
式
の
進
行
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
な
ど
の
企
画
立
案
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

平
成
26
年
１
月
に
本
市
で

成
人
式
を
迎
え
る
か
た
（
平
成
５

年
４
月
２
日
～
同
６
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）

申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
30
日
㈮

ま
で
に
、
生
涯
学
習
課
青
少
年
係

 

（
内
線
２
２
９
）
へ

　
「
ぶ
ん
ぶ
く
得
々
ク
ー
ポ
ン
券
」

制
度
は
、
登
録
し
た
事
業
所
の
優

待
・
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
様
が

受
け
る
制
度
で
す
。
登
録
事
業
所

や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
掲
載
す
る
の
で
、
広
く
Ｐ

Ｒ
で
き
ま
す
。

登
録
料　

館
林
商
工
会
議
所
会
員

３
０
０
０
円
、
同
会
員
以
外　

１

万
円

申
込
み　

８
月
30
日
㈮
ま
で
に
、

同
会
議
所 （
℡
74

─

５
１
２
１
） 

へ

問
合
せ　

同
会
議
所
、
又
は
市
商

工
課
商
業
係
（
内
線
２
０
５
）

と
き　

10
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰　

午
前
８
時
～
午
後
４
時
30
分 （
予
定
）

と
こ
ろ　

市
役
所
東
広
場

対
象　

高
校
生
以
上
（
高
校
生
は

保
護
者
の
同
意
書
が
必
要
）

定
員　

 

■

10
月
５
日
㈯　

１
０
０
人

 

■

10
月
６
日
㈰　

２
０
０
人

内
容　

行
列
整
理
、
会
場
内
の
整

理
整
頓
、
投
票
の
案
内
、
案
内
図

の
配
布
な
ど

※
事
前
に
説
明
会
を
行
い
ま
す

申
込
み　

９
月
12
日
㈭
ま
で
に
、

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、

活
動
希
望
日
（
両
日
可
）
を
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
又
は
直

接
、「
麺

─

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
館
林
」

実
行
委
員
会
事
務
局
（
館
林
商
工

会
議
所
商
業
観
光
課
内　

℡
74

─

５
１
２
１　

75

─

３
１
８
９

azalea@
tatebayashi-cci.or.

jp

）
へ

問
合
せ
　
同
委
員
会
事
務
局
、
又

は
市
市
民
協
働
課
市
民
活
動
推
進

係
（
内
線
６
８
６
）

と
き　

８
月
23
日
㈮
・
24
日
㈯

午
前
９
時
、
午
前
11
時
、
午
後
２

時
（
各
90
分
程
度
）

と
こ
ろ　

東
洋
水
産
㈱
関
東
工
場

（
赤
生
田
本
町
）

定
員　

各
30
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

※
小
・
中
学
生
を
含
む
１
グ
ル
ー

　

プ
４
人
ま
で

内
容　

マ
ル
ち
ゃ
ん
緑
の
た
ぬ
き

の
製
造
工
程
見
学

※
24
時
間
テ
レ
ビ
36
「
愛
は
地
球

　

を
救
う
」
番
組
放
送
に
合
わ
せ
、

　

募
金
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

参
加
費　

無
料

申
込
み　

８
月
13
日
㈫
ま
で
に
、

参
加
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢
（
学

年
）、代
表
者
の
電
話
番
号
、
Ｅ
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
又
は
フ
ァ
ク
ス
番

号
、
希
望
す
る
日
時
（
第
２
希
望

ま
で
）
を
フ
ァ
ク
ス
、
又
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
東
洋
水
産
㈱
Ｃ
Ｓ
Ｒ
広
報

部
（

03

─

３
４
５
０

─

１
３
８

３　

csr@
m

aruchan.co.jp

） 

へ

※
８
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
結
果
を

　

返
信
し
ま
す

問
合
せ　

同
Ｃ
Ｓ
Ｒ
広
報
部
（
℡

03

─

３
４
５
８

─

５
４
１
３
）

と
き　

10
月
５
日
㈯　

午
前
７
時

30
分
・
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
出

発　

午
後
10
時
帰
着
（
予
定
）

と
こ
ろ　

東
京
都
港
区
他

対
象　

市
内
在
住
、
又
は
在
勤
の

15
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
か
た
（
中

学
生
は
除
く
。
高
校
生
は
保
護
者

の
同
意
書
が
必
要
）

定
員　

35
人
（
先
着
順
）

内
容　

東
京
タ
ワ
ー
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス

タ
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
学
、
新
大
久

保
・
お
台
場
周
辺
散
策
、
ヒ
ル
ト

ン
東
京
で
の
昼
食

参
加
費　

４
０
０
０
円
（
バ
ス
・

昼
食
代
、
入
場
・
保
険
料
）

※
同
ホ
ー
ム
友
の
会
会
員
で
な
い

　

か
た
は
、 

別
途
１
０
０
０
円（
同

　

会
登
録
料
２
年
度
分
有
効
）
が

　

か
か
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
29
日
㈭

の
午
後
７
時
か
ら
、
参
加
費
を
添

え
て
同
ホ
ー
ム
（
℡
72

─

４
３
０

４
）
へ

※
代
理
に
よ
る
申
し
込
み
は
１
人

　

に
つ
き
３
人
分
ま
で

テ
ー
マ　

健
康
増
進
に
関
す
る
も
の

規
定　

１
人
に
つ
き
１
点
ま
で

※
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す

※
優
秀
作
品
は
10
月
14
日
㈷
の
健

　

康
ま
つ
り
「
健
康
づ
く
り
推
進

　

大
会
」
で
表
彰
・
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
啓
発
に

　

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

対
象　

市
内
に
在
住
、
在
学
、
又

は
在
勤
の
か
た

申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
30
日
㈮

 

（
必
着
）
ま
で
に
、
標
語
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
、
郵

送
、又
は
直
接
、健
康
推
進
課 （
〒

３
７
４

─

０
０
２
９　

仲
町
14

─

１　

保
健
セ
ン
タ
ー
内　

℡
74

─

５
１
５
５
）
へ 

募
集

お
知
ら
せ

城
沼
総
合
体
育
館

休
館
の
お
知
ら
せ

８
月
教
育
委
員
会

定
例
会
を
行
い
ま
す

健
康
に
つ
い
て
考
え
る

健
康
づ
く
り
標
語

８2013．8．1９ 広報たてばやし

夏
休
み
マ
ル
ち
ゃ
ん

親
子
工
場
見
学
会

麺

─

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
館
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ 大

高

建
築
基
準
法
上
の

道
路
を
調
査
し
ま
す

ＪＡアシストホール館林

館林市赤生田町759 - 5　　　℡76 - 2929
　　◇ 搬送…24時間対応（年中無休）◇

 ・搬送から葬儀施行
 ・法事、仏壇・墓石等
 ・相続等、諸手続きのサポート

大切な人とのお別れのお手伝い

　事前相談も
お気軽にどうぞ

よみうり新聞コラムでおなじみの 

木村歯科医院はおかげさまで55年 

  ①マグネット入れ歯 
    インプラント義歯込９６万円より 

  ②新材料ウェルデンツ 
    ＮＨＫで放映された新義歯 

  ③治療前の無料健康講座 

    治療前に知っておきたい話 

0120-255-418 
羽生市中央2-7-10  
キンカ堂跡地そば 

受付時間　月～金　9:00～18:00
　　　　　土　　　9:00～17:00

邑
楽
館
林
地
域
生
活
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　極上のワインと真夏のジャズラ
イブを楽しみ
ませんか。
とき　８月29
日㈭　午後７
時30分～９時
ところ　多々良公民館
定員　1 5 0人（先着順）
出演　日

ひ

高
だ か

憲
の り

男
お

さん（トランペッ
ト）、小

こ

山
や ま

大
だ い

介
す け

さん（ギター）
入場料　無料
※ワインは有料（希望者のみ）
申込み・問合せ　８月８日㈭から、
同館（℡74 - 9174）へ
※ワインを飲む場合、車での来場  
　はご遠慮ください

ジャズとワインの夕べⅢ
in　TATARA 

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

高倉健主演・人間ドラマ
映画「あなたへ」鑑賞会

とき　８月30日㈮　午後２時～４時、
午後６時40分～８時40分（２回上映）
ところ　三の丸芸術ホール
内容　亡き妻の生前の真意を知るため
旅に出る中で、さまざま人々と触れ合
いながら思い出をたどり、亡き妻の愛
情の深さを知る心温まる物語
出演　高

た か く ら け ん

倉健、田
た

中
な か ゆ う

裕子
こ

他
入場料（全席自由）　
■ 前売　1 , 0 0 0円
■ 当日　1 , 3 0 0円
※高校生以下は無料
チケット販売　同ホー
ル及び文化会館で発売中
問合せ　芸術文化祭運
営委員会（同ホール内
℡75 - 3030）　

来
た
れ
新
成
人

成
人
式
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

都
市
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る

秋
の
東
京
バ
ス
ツ
ア
ー

大

 

「
ぶ
ん
ぶ
く
得
々
ク
ー
ポ
ン
券
」

登
録
事
業
所



広
告

と
き
・
内
容
・
講
師

①
９
月
７
日
㈯
　 

「
こ
こ
ろ
の
健

　

康
と
ス
ト
レ
ス
」 

　
渡わ

た
な
べ
と
し
ま
さ

辺
敏
正

　

さ
ん
（
関
東
短
期
大
学
教
授
）

②
９
月
21
日
㈯　

 「
現
代
家
族
と

　

家
庭
教
育
の
諸
相

─

親
に
な
る

　

こ
と
・
親
で
あ
る
こ
と

─

」 

　

奥お
く
む
ら
の
り

村
典
子こ

さ
ん（
同
大
学
講
師
） 

※
①
は
午
前
10
時
～
午
後
０
時
20

　

分
、
②
は
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

関
東
短
期
大
学（
大
谷
町
）

定
員　

１
０
０
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

住
所
、
氏
名
、
ふ
り
が

な
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
は
が
き
、

又
は
フ
ァ
ク
ス
で
同
大
学
「
公
開

講
座
」
係
（
〒
３
７
４

─

８
５
５

５　

℡
74

─

１
２
１
２　

74

─

１
２
１
５
）
へ

問
合
せ　

同
大
学
、
又
は
市
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係 （
内
線
２
２
４
）

　

 

「
市
民
活
動
と
豊
か
な
地
域
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
、
事
例

報
告
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

通
じ
て
学
習
し
ま
す
。

と
き
　
９
月
14
日
㈯
・
28
日
㈯
、

10
月
26
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～

４
時
（
全
３
回
）

と
こ
ろ　

文
化
会
館
３
号
室
他

対
象　

市
民
活
動
に
興
味
が
あ
り
、

全
日
程
出
席
で
き
る
か
た

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

草く
さ

場ば

史ふ
み

子こ

さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン
ぐ
ん
ま
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
他

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
８
日
㈭

か
ら
、
市
民
協
働
課
市
民
活
動
推

進
係
（
内
線
６
８
６
）
へ

と
き　

９
月
９
日
㈪
・
30
日
㈪
・

10
月
７
日
㈪
・
21
日
㈪　

午
前
10

時
～
11
時
30
分
（
全
４
回
）

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

か
た

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
方
、

演
じ
方
な
ど
を
声
に
出
し
て
学
び

ま
す

講
師　

上か
み
さ
わ
な
な

沢
七
海み

さ
ん
（
虹
の
会

会
員
）

参
加
費　

無
料

申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
12
日
㈪

か
ら
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
℡

74

─

５
１
５
５
）
へ

と
き　

８
月
18
日
㈰　

午
後
２
時

～
５
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

板
倉
ゴ
ル
フ
場
（
邑
楽

郡
板
倉
町
）

対
象　

小
・
中
学
生
及
び
初
心
者

の
か
た
（
高
校
生
以
上
）

※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
の
同
伴

　

が
必
要
で
す

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

初
心
者
の
た
め
の
ゴ
ル
フ
教
室

参
加
費　

無
料

持
参
す
る
物　

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、

着
替
え
、
帽
子
、
タ
オ
ル
な
ど

※
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
貸
し
出
し
も

　

あ
り
ま
す
（
数
量
限
定
）

申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
８
日
㈭

か
ら
、
根ね

岸ぎ
し

正ま
さ

雄お

さ
ん
（
館
林
西

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

℡
０
８
０

─

１
３
０
１

─

１
２
１
２
）、又
は
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
管
理
係
（
城
沼

総
合
体
育
館
内　

℡
74

─

２
６
１

１
）
へ

と
き　

８
月
23
日
㈮　

午
前
11
時

～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　

人
形
劇
団「
つ
く
し
ん
ぼ
」

に
よ
る
人
形
劇

参
加
費　

無
料

申
込
み　

当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
同
セ
ン
タ
ー
（
℡
73

─

１
５
２
２
）

対
象　

市
内
在
住
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
、
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
か
た

内
容　

軽
作
業
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど

会
費
（
年
額
） 　

２
５
０
０
円

※
就
業
し
た
会
員
に
は
配
分
金
が

　

支
給
さ
れ
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ　

市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
（
℡
72

─

１
３
２

１
）
へ

文
芸
展

と
き　

10
月
４
日
㈮
～
６
日
㈰

と
こ
ろ　

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

内
容　

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
作
品

申
込
み　

９
月
20
日
㈮
ま
で
に
、

出
品
票
を
同
芸
術
ホ
ー
ル
へ

書
道
展

と
き　

10
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰　

と
こ
ろ　

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

申
込
み　

９
月
20
日
㈮
ま
で
に
、

出
品
票
を
同
芸
術
ホ
ー
ル
へ

美
術
展

と
き　

11
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰　

内
容
・
と
こ
ろ

■

工
芸
部
門　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■

絵
画
・
彫
刻
部
門　

三
の
丸
芸

　

術
ホ
ー
ル

申
込
み　

10
月
31
日
㈭
ま
で
に
、

出
品
票
を
同
芸
術
ホ
ー
ル
へ

共
通
事
項

時
間

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
い
ず
れ
も
最
終
日
は
午
後
４
時

　

ま
で

対
象　

市
内
及
び
邑
楽
郡
内
に
在

住
、
在
勤
、
在
学
す
る
高
校
生
以

上
の
か
た

出
品
料　

無
料

募
集
要
項
・
出
品
票　

同
芸
術
ホ

ー
ル
及
び
同
館
、
各
公
民
館
に
あ

り
ま
す

問
合
せ　

芸
術
文
化
祭
運
営
委
員

会
（
同
芸
術
ホ
ー
ル
内　

℡
75

─

３
０
３
０
）

津
軽
・
秋
田
三
味
線

と
き　

９
月
４
日
㈬
～
10
月
23
日

㈬
の
水
曜
日
（
全
８
回
）

内
容　

三
味
線
の
奏
法
練
習

講
師　

佐さ

藤と
う

紀の
り

夫お

さ
ん
（
津
軽
三

味
線
・
秋
田
三
味
線　

梅う
め
の
り紀

会
会
主
）

参
加
費　

約
３
０
０
０
円（
バ
チ
・

指
掛
け
代
）

詩
吟

と
き　

９
月
６
日
㈮
～
10
月
18
日

㈮
の
金
曜
日
（
９
月
27
日
㈮
を
除

く
。
全
６
回
）

内
容　

詩
吟
の
基
礎
を
学
び
ま
す

講
師　

岩い
わ

田た

徳と
く
の
り憲

さ
ん
（
市
吟
剣

詩
舞
道
連
盟
理
事
長
）

参
加
費　

無
料

共
通
事
項

と
こ
ろ　

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

時
間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生

以
上
の
か
た

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
合
せ　

８
月
８
日
㈭

の
午
前
９
時
か
ら
、
文
化
振
興
課

芸
術
文
化
係
（
同
ホ
ー
ル
内　

℡

75-

３
０
３
０
）
へ

と
き　

８
月
28
日
㈬　

午
後
４
時

～
５
時
（
予
定
）

と
こ
ろ
　
館
林
厚
生
病
院
仮
設
外

来
棟
３
階
第
１
会
議
室

テ
ー
マ　

 

「
大
腸
が
ん
に
な
っ
た

ら
ど
う
す
る
？
～
当
院
で
の
治
療

法
と
成
績
～
」

講
師　

岩い
わ
ざ
き﨑

茂し
げ
る

さ
ん
（
同
病
院
副

院
長
）

参
加
費　

無
料

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
同
病
院
総
務
課
（
℡
72

─

３
１
４
０
）

※
録
音
、
撮
影
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

情報アラカルト館林市役所　TEL72 - 4111 子 大 高
対象マーク（主な対象者） ※全員対象はマークなし
　…中学生以下　　…高校生以上　　…65歳以上　
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講
座

教
室

 

・

児
童
館

見
に
来
て
ね
！

夏
休
み
お
楽
し
み
劇
場

子

関
東
短
期
大
学
公
開
講
座

 

「
マ
イ
ラ
イ
フ
を
豊
か
に
！
」

向井千秋記念子ども科学館
作って学べる理科工作教室

８月の行って・見て・楽しい催し物
内容 日時・場所など 問合せ 

骨
董
市

尾
曳
稲
荷

 17日㈯・31日㈯
 午前７時～午後４時頃
 尾曳稲荷神社  市観光協会

 （花のまち観光課内）

 内線 2 5 2
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

茂
林
寺

 17日㈯
 午前10時～
 売り切れしだい終了
 茂林寺商店街

六
斎
市

か
ご
め

 10日㈯・24日㈯
 午前９時30分～
　　　　 午後１時
 かごめ通り商店街  商工課

 内線 2 0 5下
町
夜
市

 17日㈯
 午後６時～９時
 下町通り商店街

風
呂
の
日

 26日㈪
 午前11時～午後６時
 つつじが岡パークイン
 桃の葉湯　4 0 0円

 同パークイン

 ℡75-8484

東日本結婚相談室  

＜地元密着＞

☎ 0276 － 62 － 0033

入 会 時 費 用 　 　 　 　 　 　 ０ 円
情 報 月 会 費 　 　 　  　9,800 円
見 合 設 定 料 　 　 　 　 　 　 ０ 円
成 婚 謝 礼 金 　 　 　 　 　 　 ０ 円

条件により結婚相手をご紹介します＜身元確実＞

入会審査：写真・住民票等の公的書類をご用意下さい。

＜情報提供型＞ ＜仲人介入型＞
入 会 時 費 用 　 　 　 　52,500 円
情 報 月 会 費 　 　 　 　  5,250 円
見 合 設 定 料 　 　 　 　10,500 円
成 婚 謝 礼 金 　 　 　 　 　 応 相 談

大泉町北小泉３丁目８－１　 営業時間８時～ 20 時 　完全予約制

七五三　秋の外出パック !!
御　予　約　会
8/23・24・25の三日間限定
※最終日は15:00までの受付となります。

0120－1156－72
 ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ・予約専用FreeDial

〒374－0065　群馬県館林市西本町12－16

新作成人式展示会8/4スタート
詳しいお問い合わせお電話で

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
教
養
講
座

絵
本
・
紙
芝
居
教
室

大
高

ス
ポ
ー
ツ

ジ
ュ
ニ
ア
＆
ビ
ギ
ナ
ー

レ
ッ
ス
ン
in
板
倉
ゴ
ル
フ
場

子
大

健
康
講
座

大
腸
が
ん
に
な
っ
た
ら
？

 「シュリンクシートで自分だけのオリ
ジナルキーホルダーをつくろう」
とき　８月11日㈰　
参加費　1 0 0円（材料費）
 「すごくよく飛ぶスーパー紙飛行機を
つくろう」
とき　８月13日㈫
参加費　50円（材料費）

「心なごむ光・空き缶万華鏡をつくろう」
とき　８月14日㈬　
参加費　1 0 0円（材料費）
共通事項
時間　午前10時～午後４時
ところ　向井千秋記念子ども科学館
申込み　当日会場へ
問合せ　同館（℡75 - 1515）

募
集

あ
な
た
の
作
品
を

芸
術
文
化
祭
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

大
高

伝
統
芸
能

三
味
線
と
詩
吟

あ
な
た
の
市
民
活
動
を

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

スイミングスクール 本町３－５－７
℡ 72 －３５０１

たてばやし 優秀スイミングクラブ賞受賞
 文部科学省認可 泳力認定会実施校

無料体験実施中 !!
水なれ、浮き身、バタ足クラス
　　　　　 （月会費 2,900円）
 • 対象　３才前後～10才前後のお子様



市民大学講座を開催します
～さまざまな角度から「生きるということ」について学ぶ～

学びを楽しみ、日々の暮らしに彩りを学びの森

※７月15日現在の情報です
Entertainment文化会館・三の丸芸術ホール

文化振興課（文化会館内　℡74 - 4111）

Sportスポーツ
スポーツ振興課（城沼総合体育館内　℡74 - 2611）

Library図書館
図書館（℡74 - 2346）

Culture文学館
田山花袋記念文学館（℡74 - 5100）

※参加無料
Science科学館

向井千秋記念子ども科学館（℡75 - 1515）

ブックスタートにお勧めの本

映画会スケジュール

とき 会場 催し物

８

月

23日㈮～
25日㈰ 展 館林書道協会教育書道展・

役員展

25日㈰ 芸 館林ピアノ音楽教室　夏の
日の音楽会

30日㈮～
９月１日㈰ 展 ザ・トレジャーガーデン写

真展	

９

月

１日㈰ 芸 ダンススタジオ・シェルタ
ー発表会

14日㈯～
16日㈷ 展 日報連館林支部光映会写真展

収蔵資料展「お気に入り-遺品が語る花袋の横顔-」
花袋に宛てた家族からの手紙
　田山花袋が執筆のため日光に滞在していたとき、息
子の先

せん

蔵
ぞう

が父に宛てた手紙があります。「のみにくわれ
てねむれなかった」など、当時の様子を知ることがで
きます。現存している子どもからの手紙は２通で、と
ても貴重なものですので、ぜひご覧ください。
展示期間　10月20日㈰まで

夜間天体観望会「七夕の星を
探そう」
　ベガやアルタイルなど七夕
の織姫と彦星でおなじみの星
を観察します。
とき　８月10日㈯・24日㈯　
午後７時～８時30分
※雨天・曇天の場合は中止
公開天文台「太陽・昼間の星の観察」
　天体観測室にある大きな望遠鏡を使い、太陽の黒点
や昼間でも見ることができる星を観察します。
とき　８月11日㈰・25日㈰　午後１時35分～１時55分
※雨天・曇天の場合は施設公開のみ　
サイエンスショー「マイナス196度の世界を知ろう」
　液体窒素でいろいろな物を凍らせる実験をします。
とき　８月18日㈰　午後１時35分～１時55分

　平成25年度館林市スポーツ少年団第９回ソフトボール交流大会が、
６月30日、高根運動場で行われました。これは、ソフトボールを楽
しむ少年・少女が、試合を通してたくましい心と健康な体をつくる
とともに、友情の輪を広げるために行われているもの。
　館林・太田・佐野・行田市から参加した８チームの選手たちは、
練習の成果を発揮し、元気いっぱいのプレーを見せました。

４市の少年・少女がソフトボールで対決！

　

各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
か
た

を
講
師
に
招
き
、
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
・
内
容
・
講
師

①
９
月
６
日
㈮　

「
い
つ
ま
で
も 

　

若
々
し
く
生
き
る
た
め
に
」　

　

白し
ら

澤さ
わ

卓た
く

二じ

さ
ん
（
順
天
堂
大
学

　

教
授
）

②
９
月
28
日
㈯　

「
テ
レ
ビ
で
言

　

え
な
い
天
気
の
話
」　

森も
り

田た

正ま
さ

　

光み
つ

さ
ん（
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
・

　

気
象
予
報
士
）

③
10
月
18
日
㈮　

「
さ
ら
な
る
一

　

歩
を
踏
み
出
そ
う
！
」
立た

て

木き

早さ

　

絵え

さ
ん
（
全
盲
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

ャ
ー
）

④
11
月
８
日
㈮　

「
～
お
腹
い
っ

　

ぱ
い
食
べ
て
も
太
り
に
く
い
噂

　

の
タ
ニ
タ
食
堂
の
秘
密
の
話
～

　

美
味
し
く
・
カ
ロ
リ
ー
減
ら
し
・

　

満
足
感
」　

堀ほ
り

越こ
し

理り

恵え

子こ

さ
ん

　

（
管
理
栄
養
士
・
健
康
運
動
指

　

導
士
）

⑤
11
月
25
日
㈪　

「
日
本
人
の
深

　

層
分
析
」　

き
た
や
ま
お
さ
む

　

さ
ん
（
精
神
科
医
・
作
詞
家
）

共
通
事
項

時
間　

①
は
午
後
６
時
50
分
～
８

時
30
分
、
②
は
午
後
２
時
～
３
時

30
分
、
③
④
⑤
は
午
後
７
時
～
８

時
30
分

と
こ
ろ　

三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

定
員　

５
１
２
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

２
０
０
０
円（
５
回
分
）

申
込
み　

８
月
12
日
㈪
（
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）
か
ら
、
受
講
料

を
添
え
て
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

係
（
初
日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
は
市
役
所
２
０
３
会
議
室
）、

又
は
各
公
民
館
へ

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
ご
遠
慮

　

く
だ
さ
い

※
一
人
で
複
数
を
申
し
込
む
場
合

　

に
は
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
電

　

話
番
号
が
必
要
で
す

問
合
せ　

同
生
涯
学
習
係
（
内
線

２
２
４
）　

芸：ホール　展：展示室（８月15日～９月14日）

心に響く歌で人気のシンガーソングライター
森山直太朗コンサートツアー2013～14『自由の限界』

とき　10月26日㈯　午後６時開演（午後 5
時30開場）
ところ　文化会館大ホール
チケット（全席指定）　一般　6 , 3 0 0円、
友の会　6 , 1 0 0円
※未就学児の入場はご遠慮ください
チケット販売　８月17日㈯の午前９時から
同館へ（電話予約は発売日の午後１時から）
※友の会会員は８月11日㈰から電話予約可

2003年に代表曲「さくら（独唱）」をリリースし、その後も、叙情
的な詩と独特な歌声で注目を集める森山直太朗。昨年、デビュー
10周年を迎えた彼のソロコンサートをご堪

た ん

能ください。

三の丸芸術ホール
催し物スケジュール

　「しーん、もこもこ、にょき」など
の擬音と、動きのある絵が特徴。言葉
では説明できない不思議な内容が魅力
で、赤ちゃんが夢中になる絵本。（児童書）

谷川俊太郎／作　元永定正／絵　文研出版
もこ　もこもこ

　いろいろなもの同士でくっつく。そ
れを繰り返す内容で、赤ちゃんが楽し
める絵本です。親子でほっぺたをくっ
つけて読んでみませんか。（児童書）

三浦太郎／作・絵　㈱こぐま社
くっついた
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一般向け（いずれも午後２時～、参加費無料）
８月17日㈯

美しい夏キリシマ
８月18日㈰

８月21日㈬
野坂昭如戦争童話集・アニメ　ぼくの
防空壕（ぼうくうごう）

９月１日㈰ スタンド・バイ・ミー（字幕版）

９月４日㈬
	N H K特集　新シルクロード　第７集
～青梅　天空をゆく～

９月７日㈯ スタンド・バイ・ミー（吹き替え版）

子ども向け（いずれも午前10時30分～、参加費無料）

８月18日㈰
おじゃる丸スペシャル　銀河がマロを
呼んでいる

９月１日㈰
くまのプーさん～クリストファー・ロ
ビンを探せ！～

おす
すめ

おす
すめ 白澤卓二さん森田正光さん立木早絵さん

堀越理恵子さんきたやまおさむさん



◆このコーナーは、市民の皆さんの活動や夢などを紹介する広場です

山
や ま

野
の

井
い

　陸
り く

さん（上三林町）
バイクの魅力とは？
形のかっこよさとスピード！
未来の自分にひと言
プロのレーサーとして世界で活躍していま
すか？

283

Vol.48

大
お お

島
し ま

千
ち

幸
ゆ き

くん（富士原町）
現在の千幸くんは
外で走り回ることが大好き。元気いっ
ぱい、わんぱくな男の子。
未来の千幸くんへ～ママからの伝言
持ちまえの笑顔で、周りの人たちも笑
顔にしてあげてね！

Vol.161

大
好
き
な
バ
イ
ク
で
世
界
に
挑
む

広報たてばやし15 142013．8．1

ゴ
ル
フ
会

　

館
林
西
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ゴ
ル

フ
会
は
、
会
員
数
69
人
、
毎
月
第

３
水
曜
日
に
近
県
の
ゴ
ル
フ
場
へ

集
合
し
、
楽
し
く
、
和
気
あ
い
あ

い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
は
ス
コ
ア
（
結
果
）
を

競
う
他
に
も
、
自
然
に
囲
ま
れ
た

広
い
コ
ー
ス
で
、
思
い
切
り
球
を

打
つ
爽
快
感
が
味
わ
え
て
、
最
高

の
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
齢
や
性
別
も
関
係
な
く

楽
し
め
、
交
友
関
係
を
広
げ
る
の

に
最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

運
動
不
足
を
解
消
し
た
い
か
た
、

大
歓
迎
で
す
。
初
心
者
も
た
く
さ

ん
い
ま
す
の
で
、
い
っ
し
ょ
に
心

地
よ
く
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ

石い
し

山や
ま

正ま
さ

司し

さ
ん
（
松
原

二
丁
目　

℡
74-

０
３
２
７
）

　

 

「
人
気
の
あ
る
も
の
は
す
ぐ

に
定
員
を
超
え
て
し
ま
い
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
断
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
阿

部
さ
ん
。
会
員
の
学
び
た
い
と

い
う
気
持
ち
を
、
と
て
も
た
い

せ
つ
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
、
講
座
な
ど
を
聞
く
だ

け
の
一
方
的
な
知
識
伝
達
型
で

は
な
く
、
参
加
し
な
が
ら
学
ぶ

参
加
体
験
型
の
学
習
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
い
い
ま
す
。「
学

習
内
容
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
学
習
の
場
を
提
供
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
阿
部

さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
。
生
涯
に
わ
た
り

学
習
活
動
を
続
け
る
こ
と
。

　
　
「
学
ん
で
新
し
い
事
を
知
る

喜
び
。
そ
れ
を
生
涯
繰
り
返
す

こ
と
で
、
心
身
と
も
に
健
康
を

保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
す
の
は
、

生
涯
学
習
館
林
市
民
の
会
で
会

長
を
務
め
る
阿
部
豊
子
さ
ん
。

　

市
民
の
会
で
は
、
日
本
の
芸

術
や
文
化
、
郷
土
の
歴
史
や
自

然
、
心
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
、

年
間
20
種
以
上
の
講
座
や
講
演

会
、
現
地
研
修
な
ど
を
開
催
。

現
在
、
３
０
０
人
近
い
会
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
合
っ
た
学
び

の
場
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

profile
昭和15年館林町字足利町（現在の本町一
丁目）に生まれ、市内で50年近く和菓子
店を営む。社会教育指導員などの経歴を
生かし、平成17年に生涯学習館林市民の
会へ。表千家教授の資格を持ち、自ら講
師となり茶の道を伝える。市民の会会長。

file_229

会員にさまざまな学習の場を提供させていただきたい

（美園町）
阿
あ

部
べ

豊
と よ

子
こ

さん

※生涯学習館林市民の会。生涯学習活動や生きがいづ
　くりなどを推進し、市民の英知により誇る郷土を築
　くことを目的として平成14年に設立された市民団体

学
び
た
い
と
い
う
心
を

　
た
い
せ
つ
に
し
た
い
！

　

バ
イ
ク
の
公
式
ラ
イ
セ
ン
ス

を
取
り
、
初
め
て
サ
ー
キ
ッ
ト

場
を
走
っ
た
の
が
小
学
３
年
生

の
と
き
。
そ
れ
ま
で
味
わ
っ
た

こ
と
が
な
い
ス
ピ
ー
ド
感
と
、

エ
ン
ジ
ン
か
ら
伝
わ
る
鼓
動
、

迫
力
あ
る
音
に
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。「
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
バ

イ
ク
に
乗
っ
て
い
た
い
な
」
と
、

強
く
思
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
学
校
が
あ
る
の
で

バ
イ
ク
に
乗
れ
る
時
間
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
一
生
懸
命
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ナ
リ

ン
グ
や
、
加
速
の
タ
イ
ミ
ン
グ

な
ど
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
の

は
難
し
く
、
な
か
な
か
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
常
に
け

が
や
事
故
の
危
険
が
あ
り
、
何

度
も
危
な
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
も
っ
と
も
っ
と
練

習
し
て
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
磨
き
、

恐
怖
に
負
け
な
い
強
い
心
を
持

た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
世
界
最
高
峰
の
バ
イ
ク

レ
ー
ス
、「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ　

Ｇ
Ｐ
」

に
出
場
す
る
こ
と
が
僕
の
大
き

な
目
標
だ
か
ら
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
目
標
に
向

か
っ
て
、
一
つ
ず
つ
シ
フ
ト
ア

ッ
プ
し
て
い
き
た
い
で
す
。
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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　最近の全国的な猛暑は、温室効果ガスによる地球温暖
化が大きな要因と考えられています。温室効果ガスの一
つである二酸化炭素は、私たちのふだんの生活の中から
排出されています。特に夏場は、エアコンなどで電力の
使用量が増えることで、二酸化炭素の排出量も増え、地
球温暖化を加速させる原因になっているのです。
　緑のカーテンやよしず、打ち水などは、電気に頼らず
暑さをしのぐエコな方法です。温暖化を防ぐためにも、
今年の夏は省エネしながら、涼しく、地球に優しく過ご
しましょう。

エコな工夫で暑い夏を乗り切る♪

平成24年度環境標語コンクール　優秀作品

エコシティ

■省エネで　未来に　笑エネ残そうよ
松
ま つ し た

下梨
り り か

々香さん（第四中学校３年）

■打ち水で　エアコン使わず　クールダウン
原
は ら

　航
こ う へ い

平さん（多々良中学校２年）

mini

Vol.３

榊原康政の入城から廃藩置県までの約280年にわ
たる館林藩の動きの集大成！150点に及ぶ資料と
絵巻が新たな好奇心を呼び起こします。

　

近
世
館
林
は
、
榊
原
家
を
は
じ
め
と
し

て
、
大お

ぎ
ゅ
う給

松
平
家
、
徳
川
家
、
越お

ち智
松
平

家
、
太
田
家
、
井
上
家
、
秋
元
家
ま
で
、

老
中
や
寺
社
奉
行
な
ど
幕
府
の
要
職
に
就

い
た
有
力
大
名
７
家
が
治
め
ま
し
た
。
館

林
に
ゆ
か
り
の
あ
る
各
大
名
家
の
歴
史
と

系
譜
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

１　

歴
代
の
藩
主
た
ち

２　

家
臣
団
と
職
制

３　

館
林
城
の
変
遷

４　

藩
政
と
藩
財
政

５　

武
士
の
暮
ら
し

６　

明
治
維
新
と
館
林
藩

　

各
大
名
の
藩
政
や
在
任
中
の
出
来
事
、

武
士
の
生
活
の
様
子
や
幕
末
の
戊
辰
戦
争

に
関
わ
る
記
録
な
ど
、
多
く
の
歴
史
資
料

か
ら
当
時
の
社
会
を
解
説
し
ま
す
。

　

秋
元
家
が
山
形
か
ら
館
林
に
国
替
え
と

な
っ
た
際
の
道
中
記
。
各
地
の
風
景
な
ど

が
墨
画
と
紀
行
文
で
描
か
れ
た
も
の
で
、

写
真
と
解
読
文
で
ま
と
め
ま
し
た
。

　

藩
主
や
家
臣
団
の
記
録
、
館
林
城
の
構

造
、
幕
府
や
領
民
と
の
関
わ
り
な
ど
、
江

戸
時
代
の
館
林
の
藩
政
が
分
か
る
一
冊
。

第10回配本
Ｂ５判
650 ページ （カラー50ページ）
掲載資料約150点
3,000円

館
林
の
大
名
と
藩
政

近
世
資
料
編
Ⅰ

 『
館
林
市
史
』発
刊
の
お
知
ら
せ

館林市史購入のご案内
■ 頒布場所　　
　市史編さんセンター（第二資料館内）、市役所総
　合案内（１階）、文化会館、第一資料館、田山花
　袋記念文学館、向井千秋記念子ども科学館、図
　書館、各公民館、県立館林美術館ミュージアム
　ショップ、市内書店  （一部）
■ 郵送を希望する場合（別途送料がかかります）
　遠隔地のかたは郵便振替による購入もできます。
　電話、又はファクスでお申し込みください

頒布中

第
一
部
　
近
世
館
林
の
大
名

第
二
部
　
館
林
の
藩
政
記
録

別
冊
付
録
　『
お
国
替
絵
巻
か
ら
み
た
家
臣
の
道
中
記
』

申
込
み
・
問
合
せ　

市
史
編
さ
ん
セ
ン

タ
ー 

（
第
二
資
料
館
内　

℡
・
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７
６
５
１
）
へ
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